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参
幾
藤
の
施
め
燈

私
施
る
に
で
番
る
こ
と

山
寺
中
の
生
徒
会
で
は
、

今
年
度
か
ら

″恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
達
に
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
よ
う
。

病
ん
で
い
る
地
球
を
救

お
う
″

と
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
活

動
を
始
め
た
。

こ
れ
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
八
百

個
で
２０
円
に
換
金
さ
れ
、

ポ
リ
オ

（小
児

マ
ヒ
）
ワ
ク
チ
ン

一
本
を
買
う
こ
と
が
で

き
る
と
聞
い
た
か
ら
で
あ
る
。

小
中
協
力
の
も
と
、

順
調
に
収
集
が
進

む
中
で
、

色
の
豊
富
な
の
に
気
が
つ
い
た
。

そ
こ
で
文
化
祭
交
流
活
動
部
会
を
中
心

に
、

こ
の
キ
ャ
ッ
プ
を
使
い
エ
コ
ア
ー
ト

『
エ
コ
の
木
』
の
製
作
を
計
画
し
た
。

約
六
千
個
の
キ
ャ
ッ
プ
を
使
い
、

縦
横

２
．
４

ｍ
の
ベ
ニ
ヤ
板
に

一
つ
一
つ
て
い
ね
い

に
貼
っ
て
い
っ
た
。

一
時
間
半
か
け
て
完
成
し
た
時
に
は
、

「ウ
ワ
ー
ッ
」
と
歓
声
が
上
が
り
、

中
に

は
感
動
の
あ
ま
り
涙
す
る
生
徒
も
い
た
。

絵
に
は
、

「世
界
中
の
み
ん
な
が
手
を
つ
な
ぎ
協
力

し
て
、

空
気
や
水
を
き
れ
い
に
し
、

自
然

を
守
る
と
と
も
に
、

平
和
な
世
界
を
作
る

う
」
と
い
う
私
た
ち
の
願
い
を
込
め
て
い

フつ
。二

月
現
在
、

約
五
万
個
の
キ
ャ
ッ
プ
が

集
ま
っ
て
い
る
。

（
ワ
ク
チ
ン
約
６３
人
分
）

後
日
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推

進
協
会
を
通
し
て
、

発
展
途
上
国
に
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

フ０
。キ

ャ
ッ
プ
集
め
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
す

る
予
定
で
あ
る
。

（こ
の
記
事
は
提
案
者
　
こ速
藤
幸
奈
さ
ん
の

文
を
ベ
ー
ス
に
し
た
。

）
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醸
未
来
さ
ん
濃
一罷
優
！秀
！賞

俳
句
の
国
際
化
を
背
景
に
、

昨
年
実
施

さ
れ
た

「第

一
回
山
寺
芭
蕉
記
念
館
英

語
俳
句
大
会
」
中
学
生
の
部

（
一
〇
一
名

一
三
六
旬
）
で
、

地
元
山
寺
中
三
年
の
後

藤
未
来
さ
ん
の
句
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

山
形
新
聞
の

「
こ
の
人
」
の
欄
に
紹
介
さ

れ
た
。

夕
暮
れ
時
、

田
植
え
す
る
父
の
厳
か
な

姿
を
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
描
写
し
て
い
る

こ
と
が
審
査
員
の
心
を
動
か
し
て
の
受
賞
。

さ
ら
に
、

冨
樫
ま
や
さ
ん

（
一
年
）
と

武
田
彩
香
さ
ん

含
一年
）
が
優
秀
賞
を
獲
得
、

同
中
の
日
ご
ろ
の
俳
句

へ
の
取
り
組
み
の

成
果
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、

応
募
者
総
数
は
三

一
五
名
、

四
九
五
旬

（海
外
か
ら
は
七
〇
名
、

一
〓
一九
句
）

で
あ
っ
た
。

後
藤
未
来
さ
ん
は
、

「英
単
語
の
選
び
方
や
表
現
法
に
吉
労
し

た
が
、

先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
完
成
で

き
た
。

父
の
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
。

」

と
受
賞
を
喜
ん
で
い
た
。

俳
旬

は
今
や
、

世
界
各
地

で
Ｆ
【５

と
し
て
、

多
く
の
人
々
か
ら
愛
好
さ
れ
て

い
る
。

同
記
念
館
で
は
今
年
も
英
語
俳
旬

大
会
を
開
催
す
る
予
定
。

平成22年 ]月 1日 現在 山 寺戸数 449戸 男 695人 女 762人 計 1,457人 (市統計より)
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お
め
ゼ
と
う

山
寺
小
中
児
童
生
徒
会

①

サ
エ
ー
ヒ
ル
山
寺
ヘ

車
簡
子
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贈
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し収回缶ミルア
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平成21年度 山 寺小・中学校の児童・生徒数 」ヽ学校69人 (男37人、女32人)内 特認入学4名 中 学校31人 (男]3人、女18人)

の
歴
史
と

主催 山 寺芭蕉

獅子頭 (高瀬 :石山家)

号寺胃JI厨B県立博物館

関北霊場山寺名所案内(図)
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古
山
寺
は
、

慈
覺
大
師
円
仁
に
よ
る
開

山

（八
六
〇
年
）
以
来
、

険
し
い
岩
間

に
霊
山
と
し
て
の

「歴
史
と
祈
り
の
世

界
」
を
刻
ん
で
き
た
。

し
か
し
、

こ
れ
ま
で
山
寺
の
資
料
を

総
合
的
に
公
開
、

展
示
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
、

二
回
の

企
画
展
が
あ
り
、

数
々
の
古
文
書
や
仏

像
、

工
芸
品
等
の
秘
蔵
資
料
が

一
挙
公

開
さ
れ
た
。

一
つ
は
、

山
形
県
立
博
物
館
主
催
の

「特
別
展

『山
寺
』
―
歴
史
と
祈
り
―
」
。

８
月
８
日
～
１０
月
１９
日
ま
で
の
開
催
。

も
う

一
つ
は
、

山
寺
芭
蕉
記
念
館
主

催
の
市
民
企
画

「山
寺

・
我
が
家
の
宝

物
展
」
。

１２
月
８
日
～
１
月
２４
日
ま
で

の
開
催
で
あ
っ
た
。

主
な
展
示
資
料
は
、

仏
像

¨
大
日
如

来
坐
像
、

釈
迦
如
来
坐
像
、

磐
司
磐
三

郎
像

（以
上
木
像
）
、

僧
形
坐
像

（石
像
）、

獅
子
頭
、

舞
楽
面
、

考
古
資
料
、

古
文

書
、

慈
覺
大
師
と
東
北
文
化

（伊
澤
栄

次
著
）
等
数
点
、

山
寺
の
明
治
・大
正
・

昭
和
初
期
の
拡
大
絵
実
書

（天
童
市
笠

原
登
氏
所
蔵
、

２０
数
点
）、
宝
珠
山
絵
図
、

出
醍
説
絵
図
等
な
ど
、
３
０
０
点
を
越

え
る
数
に
上

っ
た
。

こ
の
二
つ
の
企
画
に
、

山
寺
郷
土
研

究
会
、

山
寺
文
化
保
存
会
の
有
志
が
資

料
収
集
、

展
示
等
に
協
同
し
て
当
た
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、

今
後
の
山
寺
郷
土

史
研
究
協
力
に
大
き
な
弾
み
に
な
る
の

で
は
と
期
待
さ
れ
る
。
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東北地方初の女性知事、吉村氏誕生

平成21‐年
(2009年 )

え
！産
！！！！！“！一こ
！Ｆ
オ

山
寺
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
環
境

委
員
会

（後
藤
進

一
委
員
長
）
が
子

ど
も
達
と

一
緒
に

な
っ
て
、夏

期
用
、

冬
期
用
の
地
区
内

の
安
全

マ
ッ
プ
を

作
成
し
た
。

山
寺
全
町
内
の

地
図
に
キ
ャ
ラ
ク

タ

ー
を
貼

り
付

け
、

全
員
で
危
険

な
個
所
を
再
確
認

し
合

っ
た
。

「あ
り
が
と
う
」

日
没
の
早
ま
る
年
末
は
、下

校
す
る
子
ど

も
達
に
と
っ
て
大
変
不
安
な
時
期
で
あ
る
。

こ
の
様
な
時
に
陰
の
力
と
な
っ
て
子
ど

も
達
の
安
全
を
見

守

っ
て
く

れ

る

「山
寺
安
全
見
守

り
隊
」
の
方
々
に
、

大
き
な
声
で

「あ

り
が
と
ナＰ

と
御

礼
を
言
お
う
。

安
心

・
安
全
な
山
寺
Ｈ

７
月
４
日
、

山
寺
駐
在
所
前
に
恒
例
の

「七
夕
飾
り
」
が
立
て
ら
れ
た
。

振
り
込
め
詐
欺
防
止
標
語
や
、

子
ど
も

達
が
沢
山
の
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
結

び

つ
け
、

山
寺
の
安
全
を
願

っ
た
。

電

飾

輝

く

Ｈ

‐２
月
５
日
、

山
寺
駐
在
所
前
に
、

交
通

事
故
の
撲
滅
と
青
少
年
犯
罪
未
然
防
止
の

た
め
、

子
ど
も
達
の
願
い
を
込
め
た
カ
ー

ド
を
吊
し
た

「祈
願
ツ
リ
ー
」
を
完
成
。

山
寺
の
夜
に
花
を
添
え
た
。

堆！！一一ン

宝
珠
山
に
祀
ら
れ
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、

そ

の
存
在
確
認
が
出
来
な
か
っ

た
二
つ
の
仏
像
群
が
あ

っ
た
。

一
つ
は
、

天
華
岩
付
近
の

洞
の
十
六
羅
漢
像
。

も
う

一

つ
は
、

十
二
門
に
祀
ら
れ
て

い
た
が
、

幕
末
の
こ
ろ
に
、

賽
の
河
原
の
洞
に
移
し
た
十

王
古
像
。

二
つ
と
も
、

昨
年
の
Ｈ
月

か
ら
１２
月
に
か
け
て
、

写
真

の
よ
う
に
百
数
十
年
ぶ
り
に
、

新
関
孝
夫
氏
が
そ
の
存
在
を

確
認
し
た
。

し

の

「山寺」「山寺物語」共に残部がこざいます。
問しヽ合わせ|よ「山寺公民館」TEL 023-695-200]ヘ

ユエークな安全マップ

"輩1申輪ど

同
②
か
ｏ
磁
む
／

題
寵
監
総
韻
敏
既
離
醒
鸞

慈
覚
大
師
円
仁
を
偲
ぷ

２‐
年
１２
月
８
日
、

慈
覺

大
師

細
妊
ダ
袖
寺
開
山
の

折
、

最

上

山
風
立
寺
か

ら
山
寺

へ
通
ら
れ
た
芦
沢

峠
古
道

「御
通
り
沢

↑

ン
ジ
こ
」
越
え
を
２７
名
が

踏
査
し
た
。

昭
和
３０
年
代
ま
で
、

農

道
、

生
活
道
と
し
て
活
用

さ
れ
た
が
、

現
在
は
完
全

な
廃
道
に
な

っ
て
い
た
。

何
と
か
、

平
成
２５
年
の
根
本
中
堂
の
薬
師
如
来
御

開
帳
時
ま
で
に
整
備
な
れ
ば
と
期
待
し
た
い
。

郷
士
め
参
考
書

≡譲鞭餞議欝細嗣

が
出
版
さ
れ
た
。

格
一　
　
一
冊

平

は
、

伊

】一
澤
貞

一

一一
氏
著
の

！一

「山
寺
・

慈
覚
大
師
が
開
い
た
佛
の
山
里
」

で
、

宝
珠
山
全
体
の
美
し
い
姿
を

自
然
と
の
調
和
の
視
点
で
と
ら
え

た
。ま

た
、

頂
上
ま
で
の
巨
岩
と
堂

宇
を
、

極
楽
浄
土

へ
の
道
に
例
え
、

読
み
手
に
深
い
感
動
を
与
え
る
。

（毛
筆
書
き
）
は
、

地
蔵
堂
の
故
矢

萩
徳
五
郎

（魯
石
）
氏
で
あ
る
。

明
治
八
年
生
ま
れ
の
魯
石
さ
ん

は
、

山
寺
の
歴
史
と
文
化
の
奥
深

さ
を
後
世
に
広
く
伝
え
た
い
と
い

う
強
い
願
い
で
書
き
残
さ
れ
た
本

で
あ
る
。

こ
の
熱
い
思
い
が
山
寺
の
皆
さ

ん
に
届
く
よ
う
に
と
、

新
関
孝
夫

氏
が
復
刻

・
編
集
し
た
。
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―
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
支
え
ら
れ
て
―

昭
和
３４
年

３５
年

３７
年

３９
年

４４
年

４５
年

４８
年

５０
年

５２
年

５５
年

山
寺
公
民
館
活
動
開
始
（支
所
）

山
寺
郵
便
局
が
宮
崎
か
ら
移
転

根
本
中
堂
解
体
復
元
工
事

山
寺

「国
定
公
園
」
に
指
定

山
寺
公
民
館
新
築

（南
院
）

宝
珠
橋
完
成

水
道
工
事
完
成

山
寺
橋
完
成

第

一
回
公
民
館
文
化
祭
開
催

山
寺
人
口
側
人
、

戸
数
４７２

昭
和
６２
年

平
成
４
年

６
年

９
年

１０
年

‐３
年

‐６
年

‐８
年

２２
年

み
な
さ
ん
の
加
入
を
待
っ
て
い
ま
す

・
民
俗
芸
能
保
存
会
　
　
（布
施
興
惣
冶
）

・
女
声
合
唱
団
「ふ
う
が
只
柏
倉
　
恵
子
）

・
謡
曲
会
　
　
　
　
　
　
（吉
田
喜
代
太
）

小
中
併
設
校
開
校

べ
に
ば
な
国
体
矩
火
の
採
火
式

公
民
館
が
現
在
地
へ
移
転

「宝
珠
の
し
ず
く
」
創
刊

サ
ニ
ー
ヒ
ル
山
寺
開
所

「夜
行
念
仏
」市
無
形
文
化
財
に

「か
じ
の
木
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」開
設

市
合
併
５０
周
年
記
念
行
事

公
民
館
運
営
主
体
が
地
元
民
で

声
沢
華
々
会
　
　
　
　
（菅
野
　
文
子
）

子
育
て
サ
ー
ク
ル
珠
庵
各
口
田
千
鶴
子
）

老
人
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
（布
施
興
惣
冶
）

書
道
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
（結
城
　
　
栄
）

山
水
短
歌
会
　
　
　
　
（武
田
　
俊
昭
）

蕉
風
会
　
　
　
　
　
　
（矢
萩
　
常
善
）

み
き
手
織
リ
サ
ー
ク
ル
（清
原
　
美
雪
）

山
寺
陶
芸
愛
好
会
　
　
（遠
藤
　
正
悦
）

山
寺
文
化
保
存
会
　
　
（武
田
　
俊
昭
）

山
寺
郷
土
研
究
会
　
　
（布
施
　
良
政
）

実
年
会
　
　
　
　
　
　
（吉
田
喜
代
太
）

ほ
た
る
会
　
　
　
　
　
（伊
藤
　
　
忠
）

食
生
活
改
善
　
　
　
　
（矢
萩
よ
ね
子
）

更
生
保
護
女
性
の
会
　
（小
笠
原
邦
子
）

水
墨
画
愛
好
会
　
　
　
（原
田
　
　
串
ｅ

現
在
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
団
体
公不長こ

「おくりびと」「天地人」で、山形から全国へ話題発信

◇
◇
こ
の
四
月
か
ら
◇
◇

公
民
館
の
設
置

・
運
営
な
ど
に
関
連
す

る
法
律
が
緩
和
さ
れ
、

地
域
住
民
が
主
体

と
な
り
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
柔
軟

な
公
民
館
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

山
寺
公
民
館
も
平
成
２２
年
４
月
か
ら
い

わ
ゆ
る
民
営
化
と
な
り
ま
す
。

従
来
同
様

の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、

よ
り
親
し
ま
れ

る
公
民
館
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、

人
件
費
、

管
理
運
営
費
な

ど
の
諸
経
費
は
全
て
市
が
負
担
し
、

当
面

み
な
さ
ん
方
か
ら
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
は
、

山
寺
公
民
館
の
運
営
業
務

委
託
検
討
会
で
慎
重
に
討
議
し
、

よ
う
や

く
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま

し
を
簡
潔
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ａ
圃
旧
倒
冊
隅
閤
鳳
圏
畠

姫
緩
以
内

Ｂ
閣倒圏倒四皿
会
長
他
６
名

※
１
　
振
興
会
長
は
、

上
記

（Ａ
、

Ｂ
、

Ｃ
）

の
長
を
兼
任
し
ま
す
。

公
民
館
長
は
、

専
任
理
事
を
兼
任

し
ま
す
。

※
２
　
ア」
れ
ま
で
長

い
間
お
世
話
に
な

っ

た
事
務
室

の
市
職
員
は
い
な
く
な
り
、

替
わ

っ
て
事
務
局
長
と
事
務
局
員
が

対
応
し
ま
す
。

こ
の
人
選
に
つ
い
て

は
、

運
営
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た

事
を
も
と
に
現
在
慎
重
に
進
め
て
い

ま
す
。

以
上
、

詳

し
く

は
事
務
職
員

の
人
選

完
了
後
、

公
民
館
便

り

で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

C

※

２

※

２

※
]

※
1

（専
任
理
事
）

男
子
１
名

女
子
２
名

地
域
づ
く
り
に
励
む

山
寺
地
区
振
興
会

山
寺
地
区
各
町
内
会
役
員
の
改
選
に
よ

り
、

振
興
会
も
新
体
制
で
出
発
。

振
興
会
執
行
部
は
、

◇
若
者
が
定
着
で
き
る
地
域
づ
く
り

◇
車
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り

◇
高
齢
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り

等
を
目
指
し
、

各
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

今
年
度
は
、

各
町
内
会
か
ら
の
要
望
事

項
実
現
の
た
め
、

関
係
機
関
に
強
力
に
働

き
か
け
、

多
く
の
課
題
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

平
成
二
十

一
年
度
～
二
十
二
年
度

山
寺
地
区
振
興
会
役
員（敬

称
略
）

△
本
　
長

副
会
長

副
会
長

執
行
役
員

武
田
　
忠
男

増
子
　
健

一

武
田
　
桂
吉

長
井
　
　
了

布
施
　
清
喜

布
施
　
　
一

山
田
　
　
守

佐
藤
　
恒
也

水
野
　
　
徹

後
藤
　
勝
彦

後
藤
　
　
久

後
藤
　
勝
正

（南

院
）

（所
　
部
）

（地
蔵
堂
）

（中
地
蔵
）

（地
蔵
堂
）

（宮
　
崎
）

金
戸
　
沢
）

金
戸
　
沢
）

（川
原
町
）

（馬
　
形
）

（千
手
院
）

（千
手
院
）
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れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
さ
し
い
言

葉
と
素
敵
な
笑
顔
と
い
う
水
を
か

け
、

思
い
や
り
の
あ
る
行
い
と
い

う
手
入
れ
を
し
ま
す
。

そ
う
す
る

と
、

花
が
咲
き
、

立
派
な
実
が
な

る
で
し
ょ
う
。

ンわン

モンティデオ、」 ]残 留

S t I 襲韻 韓 密 整 嬢 整 購 鍛 韓 鍛 醸 様 畿 森 韓 韓 韓 韻 韻 韓 韓 離 離 韓 窯 籍 親 雑

嬢 韓 韓 犠 簿 鶴 韓 韓 韓 鞭 醸 韓 韓 離 襲 韻 鶴 轟 鶴 韻 鶴 観 隷 韓 韓 鞭 韓 穣

木
像
阿
弥
陀
如
来
坐
像

木
像
不
動
明
王
立
像

宝
珠
山
立
石
寺
蔵

宝
珠
山
立
石
寺

一
山
の
仏
像
は
、
１
５
２
１

年

（本
本
元
年
）
天
童
頼
長
か
ら
攻
め
ら
れ
多
く

の
堂
宇
と
共
に
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ

の
戦
過
を
ま
ぬ
が
れ
た
で
あ
ろ
う
仏
像
が
二
体

確
認
さ
れ
た
。

そ
の

一
体
が
木
像
阿
弥
陀
如
来
坐
像
。

平
安

時
代
中
期
頃
の
作
。

坐
像
の
様
相
か
ら
薬
師
如

来
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

高
さ
７７
☆
ン
０

も
う

一
体
は
、

木
像
不
動
明
王
立
像
。

鎌
倉

時
代
の
作
。

細
身
で
柔
ら
か
な
衣ぇ
繊
繊
な
ど
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

一局
さ
９‐

．
２
殺
ン
０

こ
の
仏
像
二
体
（宝
珠
山
工立
石
土寸
所
蔵
）が

山
形
市
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
市
文

化
財
に
、平

成
２‐
年
の
暮
れ
指
定
さ
れ
た
。

や
す～

すヽ
ｔ
ｉ
・
す
すヽ
ｔ
，す
…≡

宝
珠
山
ガ
イ
ド
の
「生
き
字
引
き
」

阿弥陀如来坐像

孜ャ.ャ.、、…ir―,―rr……t‐ヤヽや、

◎

″オ
レ
オ
レ
に
だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
ワ
レ

ワ
レ
は
Ｈ
″

「振
り
込
め
詐
欺
被
書
防
止
」
防
犯
標

語
で
最
優
秀
皇
に
遠
藤
正
明
氏
。

出
寺
地
区
文
化
察
で
、

他
の
入
裏
者
の

方
々
と
共
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

◎
遠
藤
正
明
氏
が
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
の
副
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。

◎
南
院
地
内
、

遠
藤
弥
右
衛
関
氏
宅
前
に

横
断
歩
道
新
設
。

三
年
越
し
で
実
現
。

◎
出
寺
験
在
所
連
絡
協
議
会
が
発
足
。

地
区
の
安
心

・
安
全
の
為
に
。

あ
り
が

と
う

こ
ざ

い
ま
し
た

平
成
十
年
か
ら
十
二
年
間
、

各
町
内
の

公
民
館
に
宿
泊
し
、

山
寺
の
歴
史
、

風
習

な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
勉
強
で
き
ま
し
た
。

◎
第

一
回
山
寺
き
楽
祭
開
催
。

エ
レ
キ
ギ

タ
ー
を
中
心
に
熱
演
。

観
光
客
も
ノ
リ

ノ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
■

◎
寄
贈
　
　
　
　
　
　
！

◇
大
竹
秀
子
氏

（所
部
出
身
）

泊
絵

『
雪
解
け
』
…
≡
公
民
館

　

　

！

『知
床
の
海
』
…
善
校

◇

一
山
塔
中
有
志
　
出
寺
物
語
の
衣
装

…
…
小
善
校

◇
矢
萩
政
美
氏
　
昌
‥
ｉ
学
校

ゃ
榊
癬
毅
夫 一
醐

やｍ
ｉ牛瀧

炉
！許
」
企
勢
賦
抑
）

◎
山
寺
医
琉
が
当
分
．の

間！
体
診

！
！
！
！

◎
側
藤
条
治
選
手
バ
ン
ク
■
バ
■
オ
リ
ン

ピ
ツ
タ
で
銅
メ
ダ
ル
”
ゐ
め
で
と
う
＝

村

形

イ
ヨ
子

が

ガ
イ
ド
歴
五
十
数
年

宝
珠
山
立

石
寺
ガ
イ
ド

の
名
人
。

宝
珠
山
立

石
寺
境
内
の

生
き
字
引
き
。

そ
の
元
気
な
姿
と
味
わ
い
深
い
ガ
イ
ド
が

人
気
抜
群
の
秘
密
。

案
内
を
お
願
い
し
た
お
客
は
、

ま
す
、

村

形
さ
ん
の
１
０
１
５
段
の
石
段
を
上
る
足
取

り
の
軽
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

御
年
八
十
半
ば

な
の
に
。

も
う

一
つ
は
、

見
ど
こ
ろ
に
さ
し
か
か
つ

た
際
の
人
生
の
教
訓
を
織
り
込
ん
だ
昧
わ
い

深
い
ガ
イ
ド
。

四
寸
路
で
は
…
…

「こ
こ
を
親
子
道
と
い
い
ま
す
。

開
山
慈
賞

大
師
様
が
踏
み
し
め
て
上
ら
れ
た
と
こ
ろ
。

大
師
様
、

親
の
足
跡
を
踏
ま
な
い
と
上
れ
な

い
。

親
よ
り
先
に
踏
ん
で
は
い
け
な
い
。

親
よ
り
先
に
逝
つ
ち
や
い
け
な
い
よ
。

」

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
に
こ
や
か
な
ガ
イ
ド

は
、

お
客
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
、

心
に
し

み
る
。

宝
珠
山
立
石
寺
の
観
光
ガ
イ
ド
に
関
わ
っ

て
五
十
数
年
。

そ
の
か
く
し
ゃ
く
と
し
た
姿
、

足
取
り
、

笑
顔
が
、

お
客
を

「自
分
も
か
く

あ
り
た
い
」
と
い
う
思
い
に
さ
せ
る
。

今
後
も
、

山
寺
の
よ
さ
を
語
り
か
け
続
け

て
欲
し
い
。

不動明王立像
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新型インフルエンザ、県内でも猛威

金密

お
誕
生
　
！議
練

お
め

…‥‐
で
造
金
ヽ

遠
藤
さ
ん
ご
夫
妻

（南
院
）

香
の
岩
を
手
前
に
し
、

五
大
堂

・
釈
迦

堂

・
天
華
岩
と
、

宝
珠
山
を

一
望
で
き
る

茶
の
間
で
お
話
を
伺

っ
た
。

　
　
　
お

陽
子
さ
ん
は
東
金
井
村
出
身
。
「鍬

一

本
持

っ
た
こ
と
も
な
く
、

農
家
の
嫁
と
し

て
努
ま
る
か
不
安
だ
っ
た
。

や
さ
し
い
旦

那
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
が
ん
ば

っ

て
こ
れ
た
。」
と
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら

話
さ
れ
た
。

ご
結
婚
は
昭
和
３４
年
３
月
。

お
見
合
い

で
互
い
に

一
目
惚
れ
。

そ
の
後
お
二
人
は

特
に
花
作
り
を
中
心
に
４５
年
。

弥
右
衛
門
さ
ん
は

「花
は
水
や
り
に
神

経
を
使
い
、

出
荷
の
際
は
夜
遅
く
ま
で
仕

贈
砂
輸
黙
数
鰊
伊
長 っ
続
ダ
熊
駒
鋼
幡
納
翔

た
。
自
分
が

″
ト
ル
コ
桔

梗

″
を
初
め

て
山
形
県
に
導
入
し
た
。

」
と
。

平
成
１３
年
に
は
、

農
工
業
統
計
調
査
の

長
年
の
功
績
に
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
。

「お
父
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

陛
下
に
お
目

に
か
か
れ
て
感
激
し
ま
し
た
。

」
と
陽
子

さ
ん
。

　

祈
る
健
康
と
長
寿
。

受
賞

・
表
彰

（敬
称
略
）

表
彰
状
～
民
生
塁
塁委
員
功
労
者

衝
を
中
毒

感
謝
状
～
本ヽ
年
動
続
民
生
塁
里委
具
山
髭
巾
長

新
関
　
孝
夫
（南
院
）

市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

追
分
花
壇
愛
好
会

自
治
推
進
委
員
退
任
市
長
感
謝
状

冨
樫
　
≡昌
治
（宮
崎
）

山
田
　
　
守
（芦
沢
）

小
笠
原
潤
司
（馬
形
）

増
子
紀
美
廣
（所
部
）

後
藤
　
　
久
（千
手
院
）

自
治
活
動
功
労
者
市
長
感
謝
状

柏
倉
　
佐
内
（芦
沢
）

増
子
紀
美
辰
（所
部
）

ご
み
減
量
推
進
功
労
者
市
長
感
謝
状

柏
倉
　
佐
内
（声
沢
）

山
寺
公
民
館
文
化
祭
協
力
感
謝
状

柏
倉
　
佐
内
（声
沢
）

小
さ
な
親
切
実
行
章
受
賞

〈小
さ
な
親
切
運
動
本
部
〉

後
藤
　
勝
彦
（馬
形
）

全
国
大
会
出
場

・入
賞

（敬
称
じ

全
国
中
学
校
体
育
大
会

柔
道
　
　
　
　
　
〈沖
縄
県
〉

山
形
四
中
三
年
　
原
田
　
流
星
（宮
崎
）

全
国
中
学
選
抜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

〈大
阪
府
〉

山
寺
中
三
年
　
　
小
野
　
夏
来
（南
院
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

佳
作
入
賞

山
寺
中
三
年
　
　
遠
藤
　
幸
奈
（南
院
）

※
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
＝
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構

平
成
二
十
年
の
物
故
者

謹
ん
で
お
悔
や
み

〈千手院〉一坤↓．ザ卓↓！！．

！！・一！．！，ャ
一一！一！！一！一！！

武
田
源
次
郎
殿
■
後
藤
久
美
子
殿

〈所
　
部
〉

大
塚
　
さ
よ
殿

・
武
田
　
よ
て
殿

〈馬
　
形
〉

小
笠
原
和
則
殿

〈川
原
町
〉

松
瀬
　
久
正
殿

金
戸
　
沢
〉

柏
倉
　
一
彦
殿

・
石
山
　
五
郎
殿

〈地
蔵
堂
〉

布
施
は
る
の
殿

（一一一月
）

小
生立原
す
み
子
殿
・
水
戸
部
よ
ね
殿

冨
樫
仁
二
郎
殿

布
施
は
る
の
殿

（十
二
月
）

〈中
地
蔵
〉

滝
口
　
一巾
雄
殿

・
伊
藤
　
さ
た
殿

遠藤 弥 右衛門 さん

陽子 さん ご夫妻

平
成
憲
輩
車
擦
盤
！態
一継
！

〈千
手
院
▼
≡
≡
〓
〓
■

（馬
！
形
〉

〈川
原
町
）

（士戸

！沢
〉

〈宮

崎
〉 ■

後
藤
！
藤
生
氏
二
女

！
■
菜
！
月
　
さ
ん

隆
田
氏
長
女

一綾
！
！さ
ん
！

・
山
田
…

一接
饗
〓

女  ■
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か
じ
の
木
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
員

―
山
寺
小
学
校
学
区
放
課
後
児
茎
ク
ラ
ブ
ー

恭

波

息

子
税

曲
寺
の
子
ど
も
大
好
き
―

「山
寺
の
子
ど
も
た
ち
は
、

元
気
と
や

る
気
が
あ

っ
て
頼
も
し
い
。

」
と
。

あ

っ

た
か
い
ま
な
ざ
し
と
、

笑
顔
が
子
ど
も
を

虜
に
し
て
い
る
。

脅
子
ど
も
大
好
き
の
穂
波
指
導
員
。

柏
倉

朗
子
さ
ん
と
の
コ
ン
ビ
抜
群
。

子
ど
も
た

ち
、

保
護
者
か
ら
の
信
頼
厚
く
願

っ
て
も

な
い
指
導
員
。
「か
じ
の
木
子
ど
も
ク
ラ

ブ
」
（平
成
１６
年
Ｈ
月
１
日
、

発
足
）
の
牽

引
車
。

子
ど
も
と
共
に
創
り
だ
す
ア
イ
デ
ア
に

富
ん
だ
保
育
活
動
の
数
々
、

礼
儀
、

感
謝
、

遊
び
と
仲
間
づ
く
り
、

体
験
学
習
、

お
や

つ
作
り
等
々
は
、

魅
力
満
点
。

ク
ラ
ブ
の

愛
称

「昼
間
の
兄
弟
」
（総
勢
４５
名
）
に

ピ
ッ
た
し
の
も
の
ば
か
り
。

あ
り
が
と
う
、

感
謝
―
。

お
住
ま
い
は
、

天
童
市
寺
津
。

根

っ
か

ら
の
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン
。

現
在
、

ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球

ハ
イ
ク
ラ
ス
で
奮
戦
中
。

チ
ェ
リ
ー
寺
津
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

結
成
に
関
わ
る
。

や
ま

千
手
院
町
内
会
所
蔵

上
山
寺

（計
庁
栃
・
所
部
地
区
）
カ
ラ
ー

で
描
か
れ
た
俯
蠍
絵
図

（縦
３
ｍ
×
横
４
母

で
あ
る
。

山

・
川

・
田
畑
、

地
番

・
戸
主
名
を
記

し
た
住
居
を
絵
柄

で
示
し
、

当
時

の
地
区

の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
貴
重
な

絵
図
で
あ
る
。

同
じ
手
法
で
の
絵
図
が
、

他
に
中
山
寺

（川
原
町
・南
院
、

馬
形
地
区
）、
下
山
寺

（芦
沢
、

宮
崎
、

地
蔵
堂
、

中
地
蔵
）
の
も

の
が
あ
る

と
聞

い
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
、

そ
の

存
在

の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。

山
寺
村
は
、

明
治
２‐
年
に
地
押
し

（縄
と

年
を
使
っ
て
の
測
亘母

を
行
い
、

現
在
の
登

記
簿
図
面
の
基
を
つ
く

っ
た
。
こ
の
絵
図

も
そ
の
時
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

描
き
手
は
、増

子
爾
兵
治
と
記
し
て
あ
る
。

上
凸
寺
絵
園

「つや姫」の試食開始

上 山 寺 絵 図

(注)1俯 職とは、高いところから広 く見渡す

こと。

後 新 武
藤 関 田

毎年発行予定 ・保存しておきましょう。

晶
撃
量
あ
ふ

え
！８
，
争
，
魅
５

不
法
投
棄

卜

‐
―

根
本
中
堂
で

！４
４
，
庁
！！か
ら
山
形
市
で
家
庭
系
ゴ
ミ

の
有
料
化
が
始
ま
る
。

有
料
化
に
よ
り
、

不
法
投
葉
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
。

そ
れ
で
山
形
市
は
、

昨
年

１０
月
２２
日
、

不
法
投
棄
防
止
対
策
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

馬
形
地
区
二
日
林
道

沿
い
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
。

当
日
は
、

市
の
担
当
者
の
他
、

各
町
内

の
環
境
保
健
推
進
協
議
会
長
や
町
内
会
長

等
２０
名
が
出
席
し
、

監
視
効
果
の
高
い
場

所
を
検
討
し
な
が
ら
、

山
林
所
有
者
の
了

解
を
得
て
、

林
道
沿
い
に
設
置
し
た
。

こ
の
カ
メ
ラ
は
、

不
法
投
棄
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

太
陽
光
発
電

で
２４
時
間
監
視
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
設
置
を
契
機
に
、

山
寺
地
区
か

ら
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
な
く
な
る
よ
う
、

地
区
民
こ
ぞ
っ
て
監
視
し
て
い
き
た
い
。

今
年
の

「宝
珠
の
し
ず
く
」
は
、

山

寺
小
中
学
校
の
エ
コ
活
動

へ
の
取
り
組

み
と
英
語
俳
旬
大
会
の
成
果
に
拍
手
を

送
り
ま
す
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

地
区
の
方
々

に
は
写
真
の
提
供
や
原
稿
の
依
頼
に
快

く
ご
協
力
を
頂
き
、

ス
タ

ッ
フ

一
同
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
編
集
に
ご
希
望
、

ご
意
見
な

ど
、
ど
し
ど
し
編
集
委
員

へ
お
寄
せ
下

さ
い
。

編
集
委
員

伊
澤
　
貞

一

遠
藤
　
正
悦

ｏ
布
施
　
ヨ舶
嗣

遠
藤
ま
き
子

孝
久 夫 誠

高
橋
旭
盛
さ
ん
の
琵
琶

「
雛

座

ぷ

ら

ん

に

ん

ぐ

」

（
琵
琶

の
普
及
活
動

団
体
）
と
山

寺
観
光
協
会

の
共
催

で
琵

琶
演
奏
会
が
昨
年
８
月
２２
日
夕
刻
か
ら
開

か
れ
た
。

演
目
は
、

平
家
物
語
を
題
材
に
し
た
「都

落
ち
」
「粟
津
ヶ
原
」
。

物
語
に
最
も
ふ
さ

わ
し
い
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

琵
琶
の
音
が
か
も
し
出
す
哀
感
の
世
界

に
約
７０
名
の
聴
衆
は
身
を
の
り
出
し
て
聞

き
入
っ
た
。
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